
がんばる担い手

　
山
形
県
Ｊ
Ａ
さ
が
え
西
村
山
は
、
寒
河
江
市
、
大
江
町
、

朝
日
町
、
西
川
町
、
河
北
町
の
１
市
４
町
か
ら
な
る
Ｊ
Ａ

で
す
。
管
内
で
は
、
山
形
県
の
ブ
ラ
ン
ド
米
「
つ
や
姫
」

「
雪
若
丸
」
の
ほ
か
、
さ
く
ら
ん
ぼ
、
り
ん
ご
、
西
洋
な

し
な
ど
の
果
樹
栽
培
が
盛
ん
で
す
。

　
今
回
は
、
Ｊ
Ａ
さ
が
え
西
村
山
青
年
部
大
江
支
部
（
以

下
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
）
に
よ
る
若
手
生
産
者
と
連
携
し
た
、
地

域
農
業
を
支
え
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
組
織
と
連
携
し
た
「
農
作
業
受
託
」
の
展
開

　

Ｊ
Ａ
青
年
部
は
、
大

江
町
の
若
手
生
産
者
を

中
心
と
し
て
現
在
、
総

勢
25
名
か
ら
な
る
部
会

で
す
。

　

昨
今
、
新
規
就
農
者

を
中
心
に
盟
友
を
増
や

し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
活
動
に
精
力
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
に
、
若
手
生
産
者
受

託
組
織
「
大
江
町
カ
ン

ト
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
」（
以

下
、
フ
ァ
ー
ム
）
と
連

携
し
た
農
作
業
受
託
は
、
地
域
農
業
の
活
性
化
に
大
き
く
貢

献
す
る
重
要
な
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。
フ
ァ
ー
ム
は
、
県

の
支
援
を
受
け
、
地
域
農
業
の
発
展
や
持
続
を
目
的
に
、
平

成
23
年
に
若
手
生
産
者
ら
で
設
立
さ
れ
た
農
作
業
受
託
組
織

で
す
。

　

Ｊ
Ａ
青
年
部
と
フ
ァ
ー
ム
が
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
発
足
さ
れ

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
代
か
き
や
田
植
え
な
ど
稲
作
を
中

心
と
し
た
各
種
農
作
業
を
共
同
受
託
す
る
よ
う
に
な
り
、

Ｊ
Ａ
青
年
部
は
主
に
実
動
部
隊
と
し
て
作
業
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
も
、
水
稲
の
春
作
業
と
し
て
行
う
「
土
壌
改

良
剤
散
布
」
の
受
託
面
積
は
年
々
増
加
（
令
和
元
年
実
績
：

約
２
０
０
ha
）
し
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
が
組
織
を
あ
げ
て

取
り
組
む
こ
と
で
高
品
質
・
良
食
味
米
の
生
産
を
支
え
て
い

ま
す
。

多
様
な
担
い
手
を
含
め
た	

	

地
域
ぐ
る
み
の
農
業
振
興
へ

　

こ
う
し
た
活
動
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
地
域
農
業
を
支
え

て
き
た
高
齢
農
業
者
で
も
、
生
涯
現
役
と
し
て
生
産
活
動
に

取
り
組
め
る
環
境
が
整
い
、
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
新
た
な
「
産

地
づ
く
り
」
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
「
食
農
教

育
」
を
行
い
、
地
域
農
業
を
支
え
る
次
世
代
の
担
い
手
育
成

に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
青
年
部
代
表
の
加
藤
さ
ん
は
「
自
分
た
ち
の
活
動
を

通
じ
て
、
地
元
の
生
産
者
全
員
が
農
業
を
一
生
続
け
て
い
け

れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
元
の
子
ど
も
た
ち
が
〝
農

家
に
な
る
こ
と
が
夢
だ
！
〟
と
い
っ
て
も
ら
え
た
ら
最
高
で

す
ね
」
と
笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
事
務
局
を
務
め
る
鈴
木
さ
ん
は
「
大

江
支
部
の
活
動
を
他
支
部
に
も
広
め
て
い
き
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
青
年
部
で
は
、
今
後
も
地
域
農
業
の
振
興
を
核
と
し

た
地
域
全
体
の
活
性
化
を
め
ざ
し
、
日
々
取
り
組
み
を
続
け

て
い
き
ま
す
。�

【
全
農　

耕
種
総
合
対
策
部　

Ｔ
Ａ
Ｃ
推
進
課
】

山
形
県
大
江
町　

Ｊ
Ａ
さ
が
え
西
村
山　

青
年
部　

大
江
支
部

地
域
農
業
の
活
性
化
を
リ
ー
ド
す
る

若
手
生
産
者
た
ち

こちら営農・技術センター

農産物輸出用資材の選定と開発
〜長距離、長時間輸送で鮮度・品質を保持するために〜

　生産資材研究室では、日本産の高品質な農産物の輸出
拡大を目的に農産物輸出用資材・機器の選定・開発に取
り組んでいる。今号では、農産物輸出に関する必要事項
およびそれに関係する資材を紹介する。

コールドチェーンの整備
　農産物の鮮度保持で最も重要なファクターは“温度”
である。海外では、国内のような物流における一貫した
温度管理体制（コールドチェーン）が整備されていない
場合が多い。このため、厳格な温度管理が求められる農
産物は、海外での販路拡大に合わせてコールドチェーン
を整える必要がある。
輸送時間の長期化
　輸出においては、輸送距離が長く、通関・検疫などの
手続きが必要なため、輸送期間が長期化する。そのため、
鮮度を保持するには輸送日数をできるだけ短縮する必要
がある。
　輸送日数が短い輸送手段としては航空輸送があるが、海
上輸送に比べてコストが高くなる。そのため、当室では、
長期間の海上輸送に耐えられる包装資材、農産物の保管
に適切なガス濃度に調節する包装資材や機器の選定・開
発に取り組んでいる。関係する資材としては、耐水段ボ
ール箱、防湿段ボール箱、鮮度保持フィルム、ＣＡコン
テナなどがある。
振動衝撃
　輸出において
は、コンテナの
積み降ろし作業
や航空機の離着
陸などの際、ト
ラック輸送には
ない衝撃が加わ
る場合がある。
そのため、当室
では、振動衝撃
を緩和する包装
資材の開発に取
り組んでいる。

関係する資材としては、コーナーガード、宙吊り包装資
材などがある。
オールジャパンの取り組み
　一部の海外市場では、日本産同士の産地間競争が生じ
てきており、関係者が情報を共有しオールジャパンで取
り組むことが必要である。当室では、オールジャパンで
の取り組みに向けて、海外の販売ニーズの収集や輸出試
験の実施および評価などを関係部署と連携しながら取り
組んでいる。

★
　以上の必要事項を考慮し、生産資材研究室では、農産
物ごとの最適な輸出条件（温度、湿度、酸素濃度、二酸
化炭素濃度、輸出用コンテナ、包装資材など）を確認し
ながら、農産物輸出用資材の開発に取り組んでいる。
� 【全農　営農・技術センター　生産資材研究室】

農産物輸出に関する必要事項

▲輸出用コンテナ

▲「土壌改良剤散布」を行うＪＡ青年部のメンバー

　　　　　　 ▲海外青果物でのコーナーガード設置の様子

▲鮮度保持効果があるコンテナで行った輸出試験

生産資材研究室 ◀ＪＡさがえ西村山青年部大江支部の若手生産者たち
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